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先週プール清掃がありまし
た。汚かったプールがどんど
んきれいになっていくのを見
て、うれしくなりました。水
泳学習が楽しみです。
将来の夢は、市役所で働く
ことです。たくさん勉強して
阿久根市の力になれるように
頑張ります。

ひと言

遠と
お

矢や

あ
か
り
さ
ん

鶴
川
内
小
６
年

今月の題字

４

「阿あ

嵎
く
（
ぐ
）

嶺ね

」

危き

礁
し

ょ

う

乱
立
大

だ

い

涛
と

う

間

決
眥

ま
な
じ
り

西
南
不
見
山

鶻
こ

つ

影
え

い

低
迷
帆
影
没

天
て

ん

連
水

み

ず

処
と

こ

ろ

是
こ

れ

台
た

い

湾
わ

ん

頼　

山
陽

５

６

７

4牛之浜駅近くの国道３号沿いで撮影した夕陽が沈む牛之浜海岸。
5江戸時代後期の史論家、儒者として有名な頼山陽が、西遊の途中、牛之
浜海岸の美しさに心打たれて詠んだ詩です。なお、詩中の『鶻

こつ

』とは、

鳥のハヤブサです。

6深い海溝付近で堆積したメランジ堆積物が隆起した岩が広がる牛之浜海
岸。沖合に広がる大きな岩礁を地元では『ウシ瀬』と呼んでいます。

7牛之浜区の頼山陽公園歌碑。

『牛
之
浜
海
岸
』
が

県
文
化
財
の
名
勝
に

指
定

県
の
名
勝
指
定
は
、
昭
和
29
年
に
桜
島
を

指
定
し
て
以
来
の
２
件
目
。
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▲アカムシ（右）を食べようとしているカスミサ
ンショウウオの幼体。

川
内
中
学
校
で
は
、
昨
年
４
月
に

生
徒
が
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
を
発
見
し
て
以
来
、
理
科
の
授
業
や

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
観
察
実
験
を

行
っ
た
り
、
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
生
息
環
境
を
守
ろ
う
と
生
徒
自
ら
企

画
・
計
画
し
、
地
域
住
民
の
方
と
協
力

し
合
っ
て
清
掃
活
動
を
行
う
な
ど
、
環

境
保
護
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、（
公
財
）
日
本
鳥

類
保
護
連
盟
か
ら
鶴
川
内
中
学
校
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
５
月
11

日
、
野
生
生

鶴

物
保
護
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。現

在
、
学
校
で
は
、
カ
ス
ミ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
大
好
き
な
３
人
組
の
生

徒
が
、『
カ
ス
ミ
ク
ラ
ブ
』
を
結
成
し
、

放
課
後
や
昼
休
み
時
間
な
ど
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
水
槽
の
清
掃
や
エ
サ
や

り
、
観
察
の
た
め
の
身
体
計
測
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

『
カ
ス
ミ
ク
ラ
ブ
』メ
ン
バ
ー
の
宮
路

実
桜
さ
ん
は
、「
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
を
飼
育
す
る
の
は
大
変
だ
け
ど
、

や
り
が
い
が
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

日
、
阿
久
根
郷
土
史
会
の
講
演
会

で
鹿
児
島
大
学
総
合
研
究
博
物
館

先

学
外
協
力
研
究
者
の
大
木
公
彦
先
生
を

講
師
に
招
き
、『
牛
之
浜
海
岸
・
光
礁

は
な
ぜ
美
し
い
か
』
と
題
し
た
講
演
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
の
講
演
で
初
め
て
知
っ
た
こ
と

な
の
で
す
が
、
牛
之
浜
海
岸
の
岩
は
、

７
０
０
０
ｍ
ほ
ど
の
深
い
海
溝
付
近
で

堆
積
し
た
メ
ラ
ン
ジ
堆
積
物
と
い
う
も

の
が
隆
起
し
た
も
の
で
、
そ
の
岩
に
は

２
億
年
ほ
ど
前
の
後
期
ジ
ュ
ラ
期
の
も

の
と
言
わ
れ
て
い
る
0.5
ミ
リ
程
の
放
散

虫
化
石
が
採
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
、
そ
ん
な
貴
重
な

▲水槽内の汚れをスポイトで
除去する『カスミクラブ』の
３人。昼休みは、餌となるワ
ラジムシなどのエサ探しで大
忙しとか。

鶴
川
内
中
学
校
の

カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

大
好
き
な
仲
良
し
３
人
組
で

『カ
ス
ミ
ク
ラ
ブ
』
結
成

阿
久
根
郷
土
史
会
　
会
長

山
元

月
斗

さ
ん
の
お
話

アカムシ

カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

天
然
記
念
物
指
定

牛
之
浜
海
岸

名
勝
指
定
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▲県立博物館の池俊人さん（右）、坂本
昌弥さん（左）

も
の
が
あ
る
と
は
、
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
外
の
方
が
阿
久
根
市
を
訪
れ
て

尋
ね
ら
れ
た
際
に
、
自
信
を
も
っ
て
説

明
が
で
き
る
よ
う
に
牛
之
浜
海
岸
に
関

す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
い
、
環
境
や

自
然
に
も
っ
と
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
立
博
物
館
　
学
芸
主
事

池　

俊
人

さ
ん

の
お
話

坂
本

昌
弥

さ
ん

◇
県
立
博
物
館
の
池
俊
人
さ
ん

実
は
、
阿
久
根
の
高
松
川
が
生
息
地

の
南
限
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
絶
滅

危
惧
種
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
ア

ブ
ラ
ボ
テ
』
と
い
う
魚
が
い
ま
す
。
フ

ナ
に
よ
く
似
た
小
柄
な
魚
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
阿
久
根
に
は
貴
重
な

生
き
物
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
の
で
、
環

境
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
県
立
博
物
館
の
坂
本
昌
弥
さ
ん

牛
之
浜
海
岸
は
、
県
の
地
質
学
会
の

方
々
が
毎
年
巡
検
す
る
場
所
と
な
っ
て

お
り
、
地
球
の
構
造
を
知
る
う
え
で
も

大
変
貴
重
な
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
名
勝
指
定
を
機
に
、
ぜ
ひ
阿

久
根
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
牛
之
浜
海
岸

の
貴
重
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

県
文
化
財
に

阿
久
根
市
か
ら
２
件
が
指
定
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戸
時
代
以
前
か
ら
続
い
て
い
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
佐
潟
区
の
伝
統

行
事
「
ひ
な
女
」
祭
り
が
、５
月
６
日
、

同
区
の
漁
港
広
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

旧
暦
４
月
８
日
の
御
釈
迦
さ
ま
の
誕

生
日
に
開
か
れ
る
こ
の
祭
り
は
、
子
ど

も
の
成
長
と
子
孫
繁
栄
を
願
い
、
同
区

出
身
の
男
性
の
長
女
に
限
っ
て
行
わ
れ

江 祭file　

③

佐
潟
区

ひ
な
女
ま
つ
り

る
祭
り
で
す
。
今
年
は
、
尾
塚
竜
馬
さ

ん
の
長
女
、
稀
桜
ち
ゃ
ん
（
11

か
月
）

が
務
め
ま
し
た
。

太
鼓
や
三
味
線
で
ハ
ン
ヤ
節
の
演
奏

が
賑
や
か
に
始
ま
る
と
、
晴
れ
着
に
薄

化
粧
を
し
、
頭
に
は
名
前
入
り
の
大
き

な
鉢
巻
姿
の
『
ひ
な
女
』
が
登
場
。
顔

が
観
客
に
よ
く
見
え
る
よ
う
に
と
、
背

中
合
わ
せ
に
背
負
わ
れ
た
ひ
な
女
は
、

親
戚
や
知
人
等
に
次
々
と
踊
り
つ
が
れ

ま
し
た
。

父
親
の
竜
馬
さ
ん
は
「
娘
の
た
め
に

集
落
み
ん
な
で
祝
っ
て
も
ら
え
て
う
れ

し
か
っ
た
。
す
く
す
く
と
元
気
な
子
に

育
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

住
民
参
加
型

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

『チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
』

の
結
果
発
表

月
28

日
に
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
の
結
果
は
、
右
表
の
と
お

り
で
す
。

結
果
と
し
て
、
に
か
ほ
市
に
敗
れ
は

し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
よ
り
参
加
者
増

で
、
１
，
３
４
６
人
、
参
加
率
6.5
％
増

と
い
う
過
去
最
高
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
参
加
者
の
報

告
な
ど
、多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

５

地元の西目小学校
の子どもたちも総
出で祭りを盛り上
げていました。
今年の『ひな女』
は１人でしたが、
その年の出生女児
が多い時には、会
場を２、３か所に
わけ、各家がごち
そうの弁当を持ち
寄って開催してい
たとのことです。

▲阿久根市は敗れたため、秋田県にかほ市の旗を市

役所玄関前に掲揚しました。なお、詳細な結果は、

http://www.ssf.or.jp/practice/challenge/2014/table.
htmlをご覧ください。

阿久根市 秋田県にかほ市

参加人数
８，６５９人

※昨年度　７，３１３人
１１，０５１人

参 加 率
３８．４％

※昨年度　３１．９％
４１．０％
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ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
は
、
５

月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、

連
日
多
く
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
、
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
毎
日
カ
フ
ェ
の

コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
に
来
館
さ
れ
る
方
、

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
で
ふ
れ
あ
う
親
子
、

待
合
室
で
宿
題
等
に
励
む
子
ど
も
た
ち

慢
の
カ
レ
ー
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
観
光

列
車『
な
な
つ
星
in
九
州
』で
料
理

を
提
供
し
て
い
る『
火
星
』の
カ
レ
ー
を

ベ
ー
ス
に
、
阿
久
根
の
魚
に
合
う
シ
ー

フ
ー
ド
カ
レ
ー
に
改
良
し
て
い
ま
す
。

５
月
21

日
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
刷
新

し
、
寿
司
ネ
タ
に
も
使
わ
れ
る
新
鮮
な

に

自 な
ど
、
思
い
思
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
に
ぎ
わ
い
交
流
館
』
と
い
う
名
の

と
お
り
、市
民
の
皆
さ
ま
の
憩
い
の
場
、

交
流
の
場
と
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

８
種
類
の
魚
の
フ
ラ
イ
か
ら
ト
ッ
ピ
ン

グ
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◇
阿
久
根
屋
カ
リ
ー
　
　
　
　
　
600

円

（
サ
ラ
ダ
・
ス
ー
プ
付
）

◇
ト
ッ
ピ
ン
グ
　
　
　
　
80

円
〜
200

円

タ
カ
エ
ビ
、
サ
バ
、
地
タ
コ
、
イ
カ
、

真
イ
ワ
シ
、
キ
ビ
ナ
ゴ
、
ア
ジ

※
お
持
ち
帰
り
も
で
き
ま
す
。

◇
旬
な
モ
ノ
市

毎
月
第
１
日
曜
日
は
、『
旬
な
モ
ノ

市
』
を
開
催
し
ま
す
。
地
元
産
の
旬
の

も
の
を
生
産
者
が
直
接
販
売
し
ま
す
。

時
間
は
午
前
11

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

◇
駅
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
　
ラ
イ
ブ

毎
月
第
３
日
曜
日
に
駅
の
待
合
室
で

ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
駅
に
お
越
し
の
際
に
は
、
に

ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
横
の
市
営
駐

車
場
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
商
工
観
光
課
（
直
通
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
１
４

・
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
５
０

阿
久
根
屋
地
魚
カ
リ
ー

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

フィッシュ
＆チップス

３５０円

▲華鶴和牛のモモ肉ソテーをトッピング
したビーフカリー（スープ・サラダ付）
1,000円、クリーミーでミルクタイプな
お子様カリー（スープ・サラダ付）600

円もあります。また、ポテト好きな方に
は大盛りポテトフライ300円もオススメ
です。

▲５月25日、駅の待合室で開催され
たプロのジャズピアニスト松本圭使
さんとヴォーカリストのＥＭＩＬＹ
さんのジャズライブ。100名を超え
る来場者が生演奏に酔いしれました。

▲６月１日に駅の待合室で開催され
た『旬なモノ市』。多くの買い物客
が訪れました。

駅file　

①

に
ぎ
わ
い
交
流
館

阿
久
根
駅
情
報
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久
根
高
校
・
阿
久
根
農
業
高
校
・

長
島
高
校
の
三
校
が
統
合
し
て
鶴

翔
高
校
が
開
校
し
、
今
年
で
10

周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
三
校
の
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
ま
だ
歴
史
は
浅
い
で
す
が
、
後
輩

た
ち
が
勉
強
や
部
活
に
励
み
、
新
し
い

歴
史
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
同
窓

会
で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
同
窓
会
で
は
10

周
年
に
向
け

て
、
鶴
翔
高
校
の
行
事
へ
の
参
加
や
平

成
26

年
11

月
１
日
㈯
に
記
念
式
典
を
開

催
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

創
立
10

周
年
と
鶴
翔
高
校
に
と
っ
て

阿

大
き
な
節
目
の
行
事
と
な
る
の
で
、
多

く
の
卒
業
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
も
20

周
年
、
30

周
年

と
迎
え
て
い
く
た
め
に
も
今
年
の
記
念

事
業
を
成
功
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
の
土
台

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
も
お
力
添
え
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴
翔
高
校
の
制
服
に
留

め
る
組
章
と
ボ
タ
ン

鶴
翔
高
校
同
窓
会
で
記
念
式
典
の
開
催
を
計
画
中
で
す

●寄稿者

大
おお

野
の

 真
ま

友
ゆ

美
み

さん
創立10周年記念式
典実行委員会実行
委員長（同窓会長）

高
校
再
編
に
よ
り
、
平
成
17
年
４
月
に
開
校
し
た
地
元
唯
一
の
高
校
「
鶴
翔
高
校
」
が
、

今
年
で
創
立
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
学
校
の
先
生
や
生
徒
、

卒
業
生
の
皆
さ
ま
な
ど
か
ら
誌
面
を
通
じ
て
、
鶴
翔
高
校
の
楽
し
い
話
題
や
元
気
な

情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

鶴
翔
高
等
学
校　

創
立
10
周
年

特
集

第
１
回

挑
戦
・
感
動　

そ
し
て
愛　

新
た
な
挑
戦
の
幕
開
け
へ

記
念
式
典　

11
月
１
日
㈯
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「
あ
く
ね
遊
々
体
験
倶
楽
部
」
で

は
、
漁
家
・
農
家
民
泊
型
の
中
高
生

の
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

本
年
度
第
１
陣
と
な
る
所
沢
市
の
ク

ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
の
生
徒

29

名
が
４
月
23

日
に
到
着
し
、
25

日

ま
で
滞
在
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
陣
と
し
て
大
阪
市
立

鶴
橋
中
学
校
の
41

名
が
５
月
23

日
〜

24

日
、
第
３
陣
に
は
、
伊
丹
市
立
松

崎
中
学
校
の
39

名
が
５
月
27

日
〜
28

日
に
訪
れ
、
同
倶
楽
部
会
員
で
あ
る

阿
久
根
市
の
漁
家
・
農
家
で
民
泊
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

短
い
滞
在
期
間
で
し
た
が
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
は
、
心
に
残
る
充
実

し
た
体
験
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
別
れ

際
に
は
受
入
家
族
と
手
を
取
り
合
っ

て
再
会
を
約
束
し
、
涙
を
流
す
場
面

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
10

月
に
も
京
都
府
や

神
奈
川
県
の
高
校
生
を
受
け
入
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

あ
く
ね
遊
々
体
験
倶
楽
部

（
水
産
林
務
課
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
６
２

（
直
通
）

あ
く
ね
遊
々
体
験

倶
楽
部
活
動
中
！

まちの話題　みんなのアルバム

埼玉・大阪・兵庫の中高生が

阿久根で漁業・農業体験の『旅』
漁家 ・ 農家
民 泊 体 験
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まちの話題

みんなのアルバム

イベント

施設整備

５月18日、潟区公民館で『はまじん

ちょうフェスタ第７回潟区民祭』が開

催され、踊りや太鼓演奏などのステー

ジイベントのほか、絵画や書道、手芸

などが展示され、公民館前の広場では、

飲食コーナーなどの売店が出店し、大

勢の人出で賑っていました。

平成25年度電源立地地域対策交付金

を活用して、平成26年３月末に肥薩お

れんじ鉄道折口駅の敷地内に公衆トイ

レを整備しました。

５月25日、尾崎区の三文字広場で『第

15回文旦の香とホタルと音楽の夕べ』

が開催されました。地域を活性化させ

ようと、尾崎エコボランティアクラブ

が毎年開催しているイベントで、来場

者は、バラエティに富んだ踊りや五つ

太鼓の演奏など多彩な音楽の調べを楽

しんでいました。

５月18日、市内の幼稚園や小中学校、

いきいきサロン等で読み聞かせの活動

を行っている『莫祢ゴールド創世塾』

一期生による第１回記念講演発表会が

開催されました。『ＮＰＯ法人ぷれで

お』が主催したもので、詰めかけた約

250名の観客は、塾生による阿久根の

七不思議にまつわる紙芝居や一人語り

などに耳を傾けていました。

は
ま
じ
ん
ち
ょ
う
フ
ェ
ス
タ

～
第
７
回
潟
区
民
祭
～

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
折
口
駅
に

ト
イ
レ
を
整
備

イベント

イベント

文
旦
の
香
と
ホ
タ
ル
と
音
楽
の
夕
べ

～
第
15
回
～

莫
祢
ゴ
ー
ル
ド
創
世
塾

第
１
回
記
念
講
演
発
表
会

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

▽
砂
畑
敬
四
郎
氏
（
新
町
区
）

阿
久
根
験
潮
場
看
視
者

▽
大
田
　
盛
幸
氏
（
潟
区
）

保
護
司

栄
え
あ
る
叙
勲

社
会
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
授

与
さ
れ
る
『
春
の
叙
勲
』
の
受

章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

阿
久
根
市
で
は
、
瑞
宝
双
光

章
１
名
、
瑞
宝
単
光
章
１
名
の

計
２
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
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阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。

原子力災害時の避難計画について
市民に避難先や避難経路を説明
５月19日から６月９日にかけて、市内５カ所で原子力

災害時の避難計画について説明会を開催しました。
これは昨年12月に策定した避難計画に基づき、川内原

子力発電所から30㎞圏内の住民の方々に避難先や避難方
法、その経路などを説明するものです。
当日は県の担当者も出席し、県の原子力災害防災計画

についても説明を行い、参加された市民の方々から多く
の質問や意見が出されました。

原発災害時の

避難計画説明会

折多地区集会施設 （活性化施設） を
県の県営中山間地域総合整備事業で整備
折多地区集会施設が、県営中山間地域総合整備事業で

整備され、５月25日には関係者ら約60名が参加して落成
式が行われました。
当施設には、集会室や農産加工室などが設けられてお

り、農産加工品の開発や学校等と連携した食育体験など
に利用されます。同施設の建設推進委員長を務めた庵重
人さんは、「これからは、地元の食品加工グループの方々
と連携して農業の６次産業化等に取り組み、地域を活性
化させたい」と意気込みを語ってくださいました。

折多地区集会

施設落成

工場増設で㈱海連が
阿久根市と立地協定
阿久根市で焼酎用甘しょの加工などを手がける㈱海連

が、赤瀬川地区にある同社の敷地内に新工場を増設する
ことを決め、５月20日、市役所で県商工労働水産部長の
田中和彦氏立ち合いのもと、阿久根市との立地協定調印
式が行われました。
協定書に調印された同社代表取締役の永井幸枝氏は

「工場増設で地元の方を雇用し、地域活性化につなげた
い」と抱負を語ってくださいました。

㈱海連と

市が立地協定

阿久根ロータリークラブから
図書購入費として市へ100万円寄贈
５月８日、阿久根ロータリークラブ創立40周年記念事

業の一環として、瀬戸祐博会長から市立図書館の図書購
入費として、市へ100万円寄贈されました。
瀬戸会長は、「阿久根の子どもたちの教育や市の発展

のために活用してほしい」と話し、西平良将市長に目録
を手渡しました。
西平市長は、「子どもたちの教育などに、大切に使わ

せていただきます」とお礼を述べました。

阿久根ＲＣより

図書購入費寄贈

原子力防災計画及び避難計画等に関する説明会
（大川小学校講堂）

調印式終了後、固い握手を交わす西平良将市長
（左）、(株)海連代表取締役　永井幸枝氏（中央）、
県商工労働水産部長　田中和彦氏（右）

西平良将市長（左から３人目）へ目録を手渡す
阿久根ＲＣ会長　瀬戸祐博氏（右から２人目）

折多地区集会施設（活性化施設）
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申請期間は、いずれも７月１日から９月30日まで

です。

給付の対象者になると思われる方（世帯）には、

６月末ごろまでに、案内書などの書類を送付します

ので、しばらくお待ちください。

なお、案内書などの書類が届かなかった方でも、

給付の対象となる場合がありますので、次のフロー

チャートを参考にしてください。詳しくは右の担当

窓口までお問い合わせください。

【 問い合わせ先一覧 】
■臨時福祉交付金窓口
生きがい対策課　福祉係
☎０９９６－７３―１２４０（直通）

■子育て世帯臨時特例給付金
生きがい対策課　児童対策係
☎０９９６－７３―１２４８（直通）

■２つの給付金に関する専用ダイヤル
厚生労働省　☎０５７０－０３７―１９２

臨時福祉給付金・
子育て世帯臨時特例給付金の申請が始まります。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

 

・
一
人
に
つ
き
１
万
円
支
給
。

加
算
対
象
者
は
、
一
人
に

つ
き
５
千
円
を
加
算
。

【
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
】

 

・
一
人
に
つ
き
１
万
円
支
給
。

【 申請に必要な書類 】

○臨時福祉交付金の場合 
・申請書

・本人確認資料（①②のいずれか）

①官公庁の発行した写真付き身分証明書等　１通

（運転免許証、住民基本台帳カード（顔写真付）、

パスポート、障害者手帳等）

②官公庁の発行した各種資格者証等　２通

（健康保険証、介護保険証、老人手帳、年金証書、

住民基本台帳カード（顔写真なし）等）

・振込先の預貯金の通帳

・申請者（世帯員全員）の印鑑及び本人確認資料

（身分証明書，資格者証等　１通）

・年金額改定通知書【６月頃に年金事務所から送

付】または年金証書（加算の対象となる方）等

※代理申請の場合、委任状及び代理人の本人確

認資料も必要です。

○子育て世帯臨時特例給付金の場合 
・申請者の印鑑

・児童手当の受取口座を指定する場合は、本人確

認資料及び通帳などの書類は不要です。

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

フ
ク
シ
カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

コ
ソ
ダ
テ
カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ
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阿久根市農業委員会

委員選挙は、７月６日(日)です
平成26年７月19日任期満了に伴う阿久根市農業委員

会委員選挙の期日についてお知らせします。

◇告示日（立候補届出日）平成26年６月29日㈰

◇投 票 日 時　平成26年７月６日㈰

午前７時～午後６時まで

◇期日前投票　平成26年６月30日㈪から７月５日㈯

午前８時30分から午後８時まで

※市役所公用車管理事務所にて

◇選挙で選出される委員数　８人

◇選挙権について

・選挙資格要件を備えていても選挙人名簿に登録（本年１月１日現在において申請し、農業委

員会の審査要件を具備した者）されていなければ投票することができません。

※問い合わせ先

阿久根市選挙管理委員会事務局　☎０９９６－７３－１２６７（直通）

【投票所一覧】

投 票 区 投　票　所 区　　　　　　　　　域

第１投票区 保健センター 波留、潟、大丸、倉津、遠見ケ岡、高松、町、上野、新町、浜

第２投票区
陸 上 競 技 場

管 理 棟
寺山、牧内、大尾、中村、段、浦、東牧内

第３投票区
西 目 地 区

集 会 施 設

高之口、飛松、大川島、枦、落、馬見塚、佐潟、牛之浜、的場、

仲仁田、中屋敷、川畑中、尻無

第４投票区 山 下 小 学 校 遠矢、山下馬場、尾崎、弓木野

第５投票区
鶴 川 内 地 区

集 会 施 設

萇野、羽田、横手、宮原、栫、桑原城下、桑原城上、長谷、 
木佐木野、米次、尾原、田代中、田代下

第６投票区 折 多 小 学 校
永田上、永田下、牟田、折口東、大林、陳之尾、丸内、大下、内田、

筒田

第７投票区 槝之浦西公民館
脇本馬場、脇本浜、下村、上原、槝之浦東、槝之浦西、深田、

黒之上、黒之浜、大谷、大漉、小漉、八郷

第８投票区 瀬之浦上公民館 古里、瀬之浦上、瀬之浦下、大渕川、松ヶ根

第９投票区 桐野下公民館 桐野上、桐野下

※今回から９投票区に変更なりましたので、ご注意ください。
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地区 区 名 氏 名

阿

久

根

波 留 大 石 啓 元

高 松 大 曲 勝 明

新 町 山 下 　 忠

町 新 塘 修 平

浜 福 田 健 二

上 野 園 田 重 利

大 丸 竹之内　和　満

倉 津 洲 﨑 勝 利

潟 川　原　陸奥雄

遠見ケ岡 岩 切 昌 昭

寺 山 川 原 修 一

中 村 黒 﨑 義 久 地区 区 名 氏 名 地区 区 名 氏 名

浦 平 忍

折

多

牟 田 冨 田 　 茂

脇
　
　
　
　
　
本

脇本馬場 野 﨑 繁 利

牧 内 牧 内 哲 郎 永 田 上 釣 井 英 雄 脇 本 浜 白 濵 和 利

東 牧 内 奥 平 三 男 永 田 下 辻　　　喜久男 下 村 大川内　良　一

段 新 町 和 正 折 口 東 田 嶋 輝 男 上 原 跡 上 休 三

大 尾 木 原 榮 次 大 林 松 下 輝 男 筒 田 筒 　 保 尋

鶴

川

内

栫 田 上 耕 一 内 田 寺 𦚰 　 久 桐 野 上 石 𠩤 　 昇

羽 田 今 村 一 郎 大 下 庵 　 人 桐 野 下 石 原 岩 雄

桑原城上 児 玉 康 彦 丸 内 青 木 貞 夫 大 渕 川 園 田 義 美

桑原城下 黒 蕨 春 喜 陳 之 尾 上 野 三 郎 瀬之浦上 古 賀 正 男

宮 原 平 床 時 治

西

目

佐 潟 佐 潟 重 義 瀬之浦下 松 﨑 元 治

横 手 田 中 勇 一 高 之 口 中 野 　 彰 古 里 仮屋園　一　德

萇 野 羽 田 又 男 飛 松 岩 﨑 則 夫 槝之浦東 寺 下 富 雄

長 谷 髙 原 重 一 枦 宇 都 松 三 槝之浦西 松 﨑 義 治

木佐木野 德 田 　 勇 落 　 秀 喜 深 田 野 繼 雄

尾 原 中 野 　 茂 大 川 島 𠮷 田 武 誓 黒 之 浜 福 留 一 誠

米 次 芝 越 博 美 馬 見 塚 藤　園　よう子 大 谷 久 保 勝 輔

田 代 中 中 野 　 修

大

川

牛 之 浜 牛之濱　時　春 黒 之 上 西 村 幸 弘

田 代 下 本 　 和 彦 仲 仁 田 牧 　 正 夫 大 漉 大 漉 克 義

山

下

遠 矢 清 水 　 馨 中 屋 敷 柏 木 義 昭 小 漉 田 上 文 雄

馬 場 𠮷 野 　 實 的 場 野 村 利 行 松 ケ 根 石 原 義 信

尾 崎 松 知 之 川 畑 中 木 達 矢 八 郷 竹 原 盛 喜

弓 木 野 白 肌 　 守 尻 無 大 田 岳 文

市役所からのお知らせ

一年間、よろしくお願いします

平成26年度　区長紹介

▲区長会総会（市民会館　第１会議室）

平成26年４月１日現在

※敬 称 略
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税務課からのお知らせ
平成26・27年度の後期高齢者医療保険料率を改定

後期高齢者医療
保険料率が
変わりました。

【問い合わせ先】　税務課　課税係

☎０９９６－７３―１２０３（直通）

☎０９９６－７３―１２１１（代表）内線１４４３、１４４４

後期高齢者医療では、被保険者の皆さま

の医療費の動向などを踏まえ、２年ごとに

保険料率の見直しをすることになってい 
ます。

平成26・27年度の保険料率は左表のとお

りです。

１　対象となる方
◇７５歳以上の方

◇６５歳から７４歳の方で一定の障がい

のある方

２　保険料のしくみ
・保険料の設定は、鹿児島県後期高齢者医療広域連合が行います。

・保険料は、対象となる方一人ひとりの所得に応じて算定されます。

・保険料は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と被保険者の前年所得に応じて負担する「所

得割額」を合計した額になります。（限度額５７万円）

※年金所得＝年金収入（３３０万円未満の場合）－１２０万円（年金等控除額）

３　保険料の軽減措置
所得の低い世帯は、保険料の均等割額が軽減されます。

詳しくは、税務課課税係までお問い合わせください。

○後期高齢者医療保険料率の改定内容

内　訳
変　更　前

（平成24・25年度）

変　更　後
（平成26・27年度）

均等割額 48,500円 51,500円

所得割率 9.05％ 9.32％
年間負担

限 度 額 55万円 57万円

後期高齢者医療保険は、社会全体で負担を支えあう制度です。安心して
サービスを利用できるように保険料は、必ず納めましょう。

年

　額

均等割額

５１，５００円

所　得　割　額

（総所得金額－基礎控除額３３万円）× 所得割率（９.３２％）
＋＝
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企画調整課からのお知らせ
グループタクシーの利用券交付中！

みんなで
お得に使おう
グループタクシー
○利用できるタクシー会社

会　社　名 所　在　地 電話番号

㈾阿久根タクシー 港町36番地２ 0996－72－1311

㈲ 石 澤 タ ク シ ー 脇本8030番地６ 0996－75－0205

平 塚 第 一 交 通 ㈱ 琴平町１番地 0996－72－1135

めぐみ福祉タクシー 大川1070番地２ 0996－74－2100

みんなで乗り合えば、お得にお出かけが

できるグループタクシーの利用が開始さ

れました。

３人以上のグループをつくって、利用券

の交付を受け、一緒にお得にお出かけしま

せんか。

ただし、利用券の交付を受けられる方に

は次の1の要件がありますのでご注意く
ださい。

１　利用券の交付を受ける要件
①６５歳以上の方または、障がい者の手帳を

お持ちの方

②自宅から一番近い駅やバス停まで、１㎞以

上距離がある方

③乗合タクシーが運行していない区域に住ん

でいる方

以上３つの条件をすべて満たした原則３人

以上のグループが対象となります！

２　利用券の種類
自宅から一番近い駅やバス停までの距離

・１.０㎞以上１.５㎞未満
⇒３００円券 × 年間６０枚
・１.５㎞以上４.０㎞未満
⇒５００円券 × 年間６０枚
・４.０㎞以上
⇒７００円券 × 年間６０枚
※再発行・再交付はできません。紛失には注

意してください。

※使用期間は翌年３月31日までです。１年ご

との更新が必要です。

３　利用券の使い方
利用券は１回の乗車につき、１人１枚利用

できます。

◇利用券をお持ちの方が乗り合わせることで、

１人あたりの支払額が減ります。

◇１人でも利用できます。

◇利用券をお持ちでない方とも一緒に乗るこ

とはできますが、利用券は本人分に限りま

す。

◇運賃以上の金額を利用券で支払うことはで

きません。

◇お持ちの利用券を他人に譲渡することはで

きません。

◇阿久根市内のタクシー会社に限り利用でき

ます。

４　電話でのタクシーの呼び方
①「タクシー会社」に電話をします。

②「地区名」を伝えます。

③「氏名」を名乗ります。

④来てほしい「時間」を伝えます。

⑤来てほしい「場所」を伝えます。

【申込・問い合わせ先】　企画調整課

☎０９９６－７３―１２１４（直通）
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月
25

日
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
市
立
図
書
館

設
計
業
務
に
関
す
る
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
ま

ず
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望

な
ど
を
取
り
入
れ
て
作
成
さ
れ
た

設
計
図
を
も
と
に
、
市
民
会
館
敷

地
内
に
実
寸
大
の
大
き
さ
の
線
を

引
き
、
参
加
者
全
員
で
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
広
さ
や
大
き

５

さ
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
４
班
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
等
を

出
し
合
い
な
が
ら
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

次
回
は
、
今
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ま
で
に
各
委
員
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
等
を
基
に
し

た
、
基
本
設
計
図
書
の
内
容
を

報
告
す
る
予
定
で
す
。

に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
の
開
館

に
引
き
続
き
、
阿
久
根
市
民
の
皆
さ
ま

が
待
ち
に
待
っ
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

や
市
立
図
書
館
建
設
も
、
い
よ
い
よ
着

工
に
向
け
て
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し

て
き
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
　
総
務
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
５
７

（
直
通
）

▼会場には、これまでの意見
等を基にした模型が設置さ
れ、討論の参考に使われてい
ました。

▼誰もが楽しめる交流セン
ター建設に向けて、熱心にグ
ループ討論が行われました。

▲敷地内に図面どおりに線
を引き、全員で建物の実際
の広さ等を確認しました。

第５回市民ワークショップ開催
市民交流センター＆図書館

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

月
号
は
『
電
話
勧
誘
販
売
』

に
つ
い
て
で
す
。

『
電
話
勧
誘
販
売
』
と
は
、
突

然
電
話
を
か
け
て
き
て
、
健
康
食

品
や
装
飾
品
、
電
話
回
線
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
商
品
を
勧
誘
し
て
契
約

さ
せ
る
商
法
で
す
。

電
話
で
の
勧
誘
の
た
め
、
相
手

の
顔
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
巧

み
な
話
術
に
の
せ
ら
れ
て
、「
い

つ
の
間
に
か
契
約
し
て
い
た
」「
話

の
内
容
と
事
実
が
違
っ
た
」
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今

被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
、
①
長
話
を
し

な
い
（
電
話
が
長
く
な

る
と
契
約
し
て
し
ま
う

傾
向
あ
り
）
②
必
要
な

い
も
の
は
キ
ッ
パ
リ
と

断
る
（
断
る
言
葉
に
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
「
い

い
で
す
」「
結
構
で
す
」

と
い
う
言
葉
は
、
ど
ち

ら
に
も
と
れ
ま
す
の

で
、「
必
要
あ
り
ま
せ

ん
」「
い
り
ま
せ
ん
」
と
ハ
ッ
キ
リ
と

断
り
ま
し
ょ
う
）
③
い
つ
も
留
守
番
電

話
に
し
て
お
き
、
必
要
な
電
話
に
の
み

出
る
（
要
件
が
あ
れ
ば
、
伝
言
を
残
す

は
ず
）
④
電
話
番
号
表
示
可
能
電
話
器

で
あ
れ
ば
、
非
通
知
や
見
知
ら
ぬ
番
号

に
は
出
な
い
と
い
っ
た
方
法
が
あ
り 

ま
す
。

ま
た
、
万
一
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
、
契
約
書
面
が
届
い
た
日
か
ら

８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
無
条

件
解
約
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
電
話
回

線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
等
の
商
品
に

よ
っ
て
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

な
い
物
も
あ
り
ま
す
）。

さ
ら
に
、
８
日
間
を
過
ぎ
て
も
勧
誘

方
法
や
書
面
の
不
交
付
等
に
よ
り
、
交

渉
に
よ
っ
て
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
困
っ
た
時
は
、
ま
ず
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

阿
久
根
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
　
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
代
表
・
内
線
１
１
１
２
）

気をつけて！
『電話勧誘販売』

【
第
二
回
】

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

C
o
n
su

m
e
r A

ffa
irs C

o
n
su

lta
tio

n
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薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
平

成
26

年
第
１
回
定
例
会
で
、
平
成

26

年
度
の
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
26

年
度
の
当
初
予
算
は
、
平
成

25

年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
、
８
千
821

万
５
千
円
（
8.4
％
）
増
の
11

億
４
千
90

万
２
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、
各
市

町
か
ら
の
負
担
金
や
鉄
、
ア
ル
ミ
の
不

用
品
売
払
収
入
等
及
び
使
用
料
（
じ
ん

か
い
処
理
場
使
用
料
等
）、
歳
出
（
支
出
）

の
衛
生
費
に
お
け
る
新
焼
却
処
理
施
設

整
備
事
業
費
に
よ
る
国
庫
補
助
金
で
す
。

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、
じ

ん
か
い
（
ご
み
）
処
理
や
本
年
度
か
ら

始
ま
る
新
焼
却
処
理
施
設
整
備
事
業

費
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
、
し
尿
処
理
の

経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借
金
返

済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険

の
認
定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生

費
、
圏
域
（
２
市
１
町
）
の
振
興
整
備

事
業
推
進
に
使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業

費
、
議
会
費
及
び
総
務
費
で
す
。

予
算
執
行
は
、
適
正
か
つ
効
率
的
な

財
政
計
画
を
立
て
、
組
合
の
健
全
運
営

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

☎
０
９
９
６
（
８
４
）
４
８
１
５

http://www.ab.auone-net.jp/~hokusatu/

北

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 し尿処理費 リサイクル処理費 公債費 その他

９１７円 ７１０円 ４,８４０円 １,７３７円 １,２９４円 ３,３１６円

返　済

４７円

〔住民１人当たりに使われる金額の内訳〕

平成26年度当初予算額

11億4,090万２千円
北

薩

政

広

事

域

務

行

組

合

だ
よ
り

歳　出 歳　入

歳　出

11億4,090万２千円

住民１人当たりに使われる金額　　　12,861円
（平成26年３月末人口で算定） 人口　88,714人

歳　入

11億4,090万２千円

分担金及び負担金
10億6,617万６千円

諸収入
1,690万６千円

財産収入
200万円使用料及び手数料

2,248万７千円
総務費
8,133万８千円

民生費
6,302万円

公債費
２億9,421万４千円

衛生費
６億9,823万５千円

振興整備事業費
　　　200万円
議会費
　　　159万５千円
予備費
　　　 50万円

⎧
│
│
⎨
│
│
⎩

阿久根市負担金

出水市負担金

長島町負担金

地方交付税（注）

２億3,376万４千円

５億 104万５千円

１億2,661万２千円

２億 475万５千円

（注）地方交付税…起債償還に充当される国からの財源措置分

【内訳】

国庫補助金
3,333万３千円

リサ子ちゃん

エコ太くん
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◇日時　７月19日㈯午後１時～午後３時30分
◇場所　出水市文化会館
◇内容
・「防ごう‼骨粗しょう症」
出水郡医師会広域医療センター
整形外科　恒吉康弘医師

・「ペコロスの母に会いに行く」
原作者　岡野雄一氏の講演会

※問い合わせ先
公益社団法人　出水郡医師会
広域医療センター（旧阿久根市民病院）
☎０９９６（７３）１３３１（代表）

「出水郡医師会
文化講演会」開催

（入場無料）

ハンセン病を
正しく理解する週間

児童手当の受給者
の皆さまへ

６月22日(日)
～６月28日(土)

【受付期間】

６月30日(月)

まで

国の隔離政策などにより、ハンセン病は怖い病

気という誤った考えが定着し、そのことが様々な

偏見・差別や人権侵害を引き起こしました。ハン

セン病であった方々などは、今も根強く残る偏見・

差別に苦しんでいます。

ハンセン病は、らい菌によっておこる感染症で、

遺伝病ではなく、早期発見と早期治療により、短

期間で治癒する病気です。また、日本には感染源

となるものはほとんどありません。元患者であっ

た方々の身体の変形は後遺症によるものです。

長い間、偏見や差別に苦しめられたハンセン病

であった方々などが、平穏に安心して生活できる

地域づくりのために、一人ひとりが、『ハンセン病

問題』とは何かを正しく理解することが大切です。

現在、児童手当を受けているすべての方は、毎

年６月中に「児童手当現況届」を提出しなければ

なりません。

この届出は、毎年６月１日における状況を記載

し、児童手当を引続き受ける要件があるかどうか

を確認するためのものです。この届出がないと、

６月分以降の手当が受けられなくなりますので、

ご注意ください。

なお、対象者には、６月上旬に現況届に関する

通知を郵送いたしましたのでご確認ください。受

付は、平日の午前８時30分から午後７時までです。

◇現況届に必要なもの

・印かん・健康保険被保険者証の写しなど

◆ハンセン病を正しく理解するために

親子で療養所を訪問しませんか

県では、親子で療養所訪問を希望される方々を

募集しています。入所者の方々との交流は、偏見・

差別のない社会の大切さや生き方を学ぶ貴重な機

会です。参加料は無料ですが、昼食は各自で準備

してください。

◇日時　８月８日㈭　午前８時15分（県庁集合）

◇場所　星塚敬愛園（鹿屋市星塚町4204番地）

◇募集対象（先着130名）

小・中学生、高校生とその保護者など

◇募集期限　７月16日㈫まで

【申込・問い合わせ先】

県庁保健福祉部　健康増進課

ハンセン病担当窓口

☎０９９－２８６－２７２０

℻０９９－２８６－５５５６

【問い合わせ先】　生きがい対策課
児童対策係（市役所１階５番窓口）
☎０９９６（７３）１２４８（直通）

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ



21 Akune

健

― ―

康

コ ナ

今月は『歯の健康』
です。

市では「あくね元気プラン」を策定し、領域ごとに

重点目標を掲げています。

一人ひとりが健康に関心を持ち、健康づくりの輪を

広げましょう！

めざす姿：正しい歯みがきを実践し、
定期的に歯科検診を受けよう！

歯を失う原因の大半は、むし歯と歯周病です。

むし歯や歯周病を予防し、生涯自分の歯（口）で食

べるためにかかりつけの歯科医をもち、定期的に歯科

検診を受けましょう。

★歯周疾患検診をご存知ですか？
市では、妊婦および４０・５０・６０・７０・８０

歳の方を対象に、無料検診の案内をしています。また、

８０２０表彰、５歳児むし歯ゼロ表彰も行っています。

歯ブラシでは磨きにくい歯と歯の間は、用具を使っ

て磨きましょう！

市では、節目の方を対象に歯周疾患検

診を実施します。

歯および口腔の健康を保つことは単に

食べ物を噛むという点からだけでなく、

食事や会話を楽しむなど豊かな人生を送

るために必要なことです。この機会にぜ

ひ受診しましょう。

なお、対象者へは広報あくね６月号と

一緒に通知を行っています。必ず予約を

してから受診してください。

◇対 象 者　４０・５０・６０・７０・８０歳の方

（平成27年３月31日現在）

※総義歯の方は対象外になります。

◇実 施 期 間　平成26年12月31日までの診療日

◇自己負担金　無　料

◇実施医療機関　市内協力歯科医院

※通知文に同封しています。

※問い合わせ先　健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２２８（直通）

平成２６年度　歯周疾患検診のお知らせ

口腔ケア用具s
糸ようじ、歯間ブラシ等

歯
の
健
康
？
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Waist（㎝）

が
ん
検
診
は
、
40
歳
以
上
の
阿
久
根
市
民
の
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
受
診
が
で
き
ま
す
!!

職
場
な
ど
で
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
!!

総
合
健
診
を
行
い
ま
す

「私は元気だから大丈夫。」
それって本当？

継続して受診している方に比べて

初めて受診する方は、
悪玉コレステロールや血糖値などの値で

約1.5倍～２倍、病院の受診が必要です。
さらに、血圧・血糖・コレステロールの

３つが高い人は、高くない人に比べて

約35倍心筋梗塞を起こしやすいのです。
「あなたならいつ健診を受診しますか？」

［阿久根市国保Ｈ23年度特定健診結果、労働省作業関連疾患総合対策研究班資料より］

◇対象者　阿久根市に住民票がある40歳以上の方
※ただし、阿久根市総合健診内容のうち、特定健診・

長寿健診については下の表のとおりです。

受診できる方 受診できない方

①阿久根市国民健康保険に加入

している方

②後期高齢者医療保険に加入し

ている方

③社会保険等に加入している家

族（被扶養者）の方。ただし、

受診券が必要です。自己負担

金が生じる場合もあります。

④被保護世帯の方

左記①～④以外の方

（例）社会保険に加入されて

いるご本人
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※申込・問い合わせ先　阿久根市健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２２８（直通）

日 時 場 所

９月

20日 土 鶴川内地区集会施設
21日 日 脇 本 地 区 公 民 館
22日 月

阿 久 根 市 民 会 館

23日 火
24日 水
25日 木
26日 金
27日 土
28日 日

◇日　　程

日 時 場 所

７月

18日 金
西目地区集会施設

19日 土
20日 日 折多地区集会施設
21日 月

脇 本 地 区 公 民 館
22日 火

◇受　　付

午前７時～午前９時30分

◇検査機関

ＪＡ鹿児島厚生連健康管理センター

※このほか、 市では総合健診にて『前立腺がん検診』

『肝炎ウイルス検診 （当日申込）』 も行っています。

前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診

検診費用 2,000円
自己負担額 500円

※肝炎ウイルス検診は、

40歳以上で５歳刻み

の方々は無料です。

検診費用 1,850円
自己負担額 500円

◇検診内容

特定・長寿健診 腹部超音波検診胃がん検診 大腸がん検診

健診費用 5,554円
自己負担額 無料

●身長・体重の測定

●問診

●血圧測定

●採血（血の検査）

●尿の検査

●心電図

●腹囲測定
※40～74歳の方

●眼底検査・医師の診察

検診費用 3,600円
自己負担額 1,200円

体の外から超音波を当て

て、腹部を調べる検査で

す。

胆石や慢性肝炎、脂肪肝

など様々な病気の早期発

見に役立ちます。

検診費用 4,752円
自己負担額 無料

●胃透視

バリウムを飲み、

胃のレントゲン 
撮影を行います。

検診費用 1,640円
自己負担額 無料

●便潜血

事前に容器を受け

取り、２日間の便

を取る検査です。

便の中に血が混

じっていないかを

調べます。

総合健診のご案内
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　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
監
視
員
募
集

募
集
期
間 

７
月
１
日
㈫
ま
で

◇
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
監
視
員

・
募
集
人
員
　
４
名

・
勤
務
場
所
　
阿
久
根
市
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

・
勤
務
期
間
　
７
月
19
日
〜
８
月
31
日

・
勤
務
曜
日
　
火
曜
〜
日
曜（
月
曜
休
み
）

・
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
資
格
　
20
歳
以
上
の
健
康
で
泳
げ
る
方

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

脇
本
・
大
川
島
海
水
浴
場
の

管
理
人
・
監
視
員
募
集

（
公
財
）阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く

り
公
社
で
は
、
脇
本
・
大
川
島
海
水
浴
場
の

管
理
人
・
監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
資
格
　
18
歳
以
上
で
泳
げ
る
方

◇
募
集
人
員
　
若
干
名

◇
募
集
期
間
　
６
月
23
日
㈪
ま
で

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
７
５
５

障
が
い
者
委
託
訓
練
生
募
集

募
集
期
間 

７
月
３
日
㈭
ま
で

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

身
体
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、
早
期
の

就
職
や
復
職
を
目
指
す
方
を
対
象
に
、
無
料

で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
講
座
を
行
い
ま
す
。

◇
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
訓
練

（
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
）

◇
場
所
　
職
業
訓
練
法
人
川
内
能
力
開
発
協
会

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

◇
訓
練
期
間
（
３
カ
月
コ
ー
ス
）

８
月
20
日
㈬
〜
11
月
13
日
㈭

◇
願
書
提
出
先
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

◇
提
出
書
類

入
校
願
書
、
障
害
を
証
明
す
る
手
帳
等
の

写
し
、
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

◇
面
接
日
　
７
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
９
６
（
４
４
）
２
２
０
６

防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
会

募
集
期
間 

７
月
４
日
㈮
ま
で（
消
印
有
効
）

◇
講
習
日
時
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

７
月
23
日
㈬
、
24
日
㈭

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室（
２
階
）

◇
募
集
人
員
　
30
名

◇
受
講
料
　
３
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
！

農
家
の
皆
さ
ま
が
排
出
す
る
ハ
ウ
ス
用
ビ

ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ
は
、
焼
却
や
埋
め
立
て
で

処
分
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
ト
メ
・
マ
イ
カ
ー
線
等
を
取
り
除

い
て
収
集
場
所
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
６
月
27
日
㈮

午
前
８
時
〜
午
前
10
時

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

阿久根大島が好き！海が好き！な方大募集！
この夏、阿久根大島で一緒に働きませんか？

勤務地：阿久根大島
期　間：７月11日～８月31日まで
時　間：11：00～16：00
時　給：接客業　800円、調理補助　1,000円

ジェットスキーオペレーター　1,000円（免許必須）

土日お盆休み　出来る方大歓迎♪

阿久根大島
レストハウス あくね亭

お問い合わせ：096−213−0051　担当：白井まで
〒861−8028 熊本市東区新南部４丁目7−38OMビル４F

ど
こ
い
祭
り
（
ハ
ン
ヤ
踊
り
、
花
火
大
会
等
）
は
、
10
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

み

夏
季
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

期
間 

７
月
19
日
㈯
～
８
月
31
日
㈰

◇
開
放
時
間

・
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

・
午
後
１
時
10
分
〜
午
後
２
時
40
分

・
午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

◇
利
用
料
金

・
市
内
在
住
者

小
・
中
学
生
50
円
、
高
校
・
一
般
100
円

※
市
外
の
方
は
市
内
在
住
者
の
倍
の
料
金

◇
休
館
日

▽
毎
週
月
曜
日
（
施
設
休
館
日
）

▽
７
月
21
日
㈪
、
22
日
㈫
、
24
日
㈬

▽
８
月
10
日
㈰
、
13
日
㈬
〜
15
日
㈮

※
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎
コ
ー
ス
）

募
集
期
間　

６
月
25
日
㈬
ま
で

市
で
は
、
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
コ
ー
ス
）

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

◇
対
象
者

市
内
在
住
の
方
で
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
（
入
門
コ
ー
ス
）
を
修
了
さ
れ
た
方

◇
実
施
日
　
７
月
か
ら
毎
週
火
曜
日

※
講
座
は
25
回
開
催
し
ま
す
。

◇
時
　
間
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

◇
場
　
所
　
市
民
会
館 

会
議
室

◇
受
講
料
　
無
料

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
０
（
直
通
）

◇
場
所
　
市
民
会
館

Ｊ
Ａ
三
笠
肥
育
牛
積
込
所

◇
処
理
料
金
（
１
㎏
あ
た
り
）

・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
　
15
円

・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
　
10
円

※
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２
（
直
通
）
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　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

い
。
予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」・「
氏
名
」・

「
基
礎
年
金
番
号
」・「
連
絡
先
（
電
話
番
号
）」

な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
７
月
24
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
と

な
る
市
民
会
館
第
９
会
議
室
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室（
１
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
も

必
要
で
す
。

◇
予
約
受
付
　
７
月
１
日
〜
７
月
11
日（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先
　

市
民
環
境
課
　

住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８
（
直
通
）

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

（
出
張
相
談
）
の
ご
案
内

労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
・
ト
ラ

ブ
ル
、
退
職
に
伴
う
再
就
職
・
生
活
支
援
の

こ
と
な
ど
に
、
労
働
相
談
員
（
社
会
保
険
労

務
士
等
）
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
出
張
相
談
日
以
外
は
、
電
話
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時
　
６
月
26
日
㈭

・
労
働
ミ
ニ
講
話
　
午
前
11
時
〜
午
前
12
時

・
労
働
相
談
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
９
会
議
室（
１
階
）

◇
電
話
相
談
（
相
談
専
用
電
話
）

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
１
８
８

※
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
前
12
時

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

※
問
い
合
わ
せ
先

・
県
庁
　
雇
用
労
政
課
　
労
政
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
１
７

・
商
工
観
光
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
１
４
（
直
通
）

都
市
計
画
基
本
図
作
成
に
か
か
る

現
地
調
査
作
業
の
協
力
に
つ
い
て

現
在
、
市
の
都
市
計
画
基
本
図
を
作
成
す

る
た
め
、
道
路
や
河
川
、
建
物
な
ど
の
空
中

写
真
を
使
っ
て
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
樹
木

や
建
物
等
の
影
で
、
写
真
に
写
ら
な
か
っ
た

場
合
、
委
託
業
者
が
現
地
の
確
認
作
業
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
周
辺
住
民
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
な
い
よ
う
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
国
際
航
業
㈱
　
担
当
　
伊
藤
・
宮
田

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
２
６
５

・
都
市
建
設
課
　
担
当
　
下
澤
・
青
龍

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
９
６
（
直
通
）

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
お
よ
び

商
業
統
計
調
査
の
実
施

す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
の
従
業
員

構
造
を
明
ら
か
に
し
、
商
業
に
関
す
る
施
策

の
基
礎
資
料
に
す
る
た
め
の
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

６
月
中
旬
以
降
、
調
査
員
証
を
携
帯
し
た

調
査
員
が
各
事
業
所
や
企
業
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
、
統
計
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
対
　
象
　
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業

◇
基
準
日
　
平
成
26
年
７
月
１
日

※
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
統
計
調
査
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
５
（
直
通
）

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
６
億
円
。

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
発
売
期
間
　
７
月
４
日
㈮
〜
７
月
25
日
㈮

◇
抽
せ
ん
日
　
８
月
５
日
㈫

まちのイベント紹介

【一般・高校生作品応募】

８月１日(金)～３日(日)
※指定画材店は８/２㈯まで

【参加申込】
６月30日(月)まで
※参加費は無料です。

【搬入（応募）先】
市民会館大ホール

及び指定画材店

【対象者】
中学１～３年生

第16回
あくね洋画展
作品募集！

第30回　海の子
カーニバル大会
参加者募集！

問い合わせ先

問い合わせ先

生涯学習課

☎0996-72-1051

生涯学習課
☎0996-72-1051

第16回「あくね洋画展」を開催します。作品

応募等の詳細は、市のホームページでご確認さ

れるか、生涯学習課（市民会館内）までお問い

合わせください。

◇会期　８月23日㈯～８月31日㈰

◇指定画材店（鹿児島市）

・高木画荘　呉服町3－4　 　☎099-225-0231
・大谷画荘　加治屋町12－6　☎099-222-2993
・集景堂　　東千石町11－8　☎099-226-3440

生涯学習課では、７月21日(月)海の日に開催
予定の「第30回海の子カーニバル大会」の参加

者（中学１～３年生）を募集しています。

なお、参加資格にはいくつか条件があり、希

望者が必ず参加できるわけではありません。

第
15

回
あ
く
ね
洋
画
大
賞（
一
般
の
部
）
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資格取得＆スキルアップを目指そう！
職・就職・スキルアップへ役立つ資格の本
が増えました。今、注目の医療事務や介護

福祉士、ファイナンシャルプランナーなどの人
気資格にチャレンジしてみませんか？
カウンター横に「資格取得＆スキルアップ
コーナー」を設置中です。多数のおすすめ本を
ご紹介していますので、ぜひご活用ください。

新刊案内
・『王朝小遊記』	 諸田　玲子（著）

安時代の爛熟記。京の都で物
売女や博学爺さん、貴族の元

女房、不良少年、貧民窟の用心棒
が結束した。彼らは人喰い鬼より
も怖い敵に力を合わせて対峙する
ことに…。

・『オール・ユー・ニード・イズ・ラブ』
小路　幸也（著）

書店を舞台にした青の出演映
画が公開になり、相変わらず

賑やかな堀田家。中学３年生に
なった研人はますます音楽に夢
中。なんと「高校に行かずにイギ
リスへ渡る」と宣言し…。

・『ここからはじまる』	 はらだみずき（著）
３の勇翔の夢はプロのサッ
カー選手。ただ、本人は自分

のレベルがよくわかっていない様
子。そんな息子に歯がゆさを覚え
た父は、ある行動を起こす。共に
悩みながら歩んでいく、親と子の
成長物語。

・『がっこうにやぎがきた』
長谷川知子（文・絵）

礼で校長先生が「学校の飼育
小屋で、動物を飼うことに

します」と言った。何の動物を
飼うか決めることになった２年生
の教室では、早速話し合いが始ま
るが…。

図書館へ行こうY 市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

平 小

朝古

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
設
置
し

て
い
る
「
資
格
取
得
＆
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
」。

転

◆応募方法
郵送もしくはメールで、お便りをお寄せ

ください。氏名（ペンネーム可）・住所・

電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見

やご要望などをご記入ください。なお、

掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合

もあります。また、他者を特定する情報

は削除する場合もあります。

◆応募先
〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地

｢阿久根市役所総務課

きいてよY阿っくんコーナー」まで
E-mail:info@city.akune.kagoshima.jp
※フリーメールアドレスは不可。

☎０９９６－７３－１２０８（直通）

お
便
り

待
っ
て
る
よ
！

宅裏の土手でカノコユリを育てている大田で
す。まだ咲いておらず、ちょっと先の話ですが、

毎年７月中旬ごろになると、反り返った真っ白い花
びらに、鹿の子の模様みたいな赤い斑点がついた“も
じょか”花が、この土手一面に一斉に咲きほこりま
す。
20年ほど前から手入れをしていますが、市内外の
たくさんの愛好家から「まだ咲きませんか？」と何
度も尋ねられます。咲いたころ、阿っくんも見にお
いで。 （尻無区在住　大田常市さん）

れんじ列車の車窓から見ても、とってもきれい
だと聞いています。ぜひ行ってみたいです。情

報ありがとうございます。

自

お

コ
ー
ナ
ー

読者のお便り紹介

きいてよY

自宅裏の土手でカノコユリの手入れを行っている
投稿者の大田常市さん

■投稿していただいた方に抽選で
「阿っくん」キーホルダーを
プレゼントします。
※なお、一度当選された方は、抽選対

象から外れますので、ご了承ください。
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※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

阿
久
根
の
ア
ジ
サ
イ
の
『
名

所
』
笠
山
観
光
農
園
に
は
、
50

種
、
約
５
千
株
の
ア
ジ
サ
イ
が

植
え
ら
れ
、
毎
年
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
『
名
所
』
を
約
20
年
間
、

た
っ
た
一
人
で
管
理
さ
れ
て
い

る
の
は
、
髙
橋
春
雄
さ
ん
•7
で

す
。「手

入
れ
は
大
変
だ
が
、毎
年

こ
こ
の
ア
ジ
サ
イ
を
楽
し
み
に

来
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
」

と
笑
顔
で
照
れ
つ
つ
も
、
言
葉

少
な
め
に
話
さ
れ
る
姿
か
ら
、

髙
橋
さ
ん
の
素
朴
で
実
直
な
人

柄
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
ほ
っ
こ

り
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ジ
サ
イ
も
い
い
で
す
が
、

ぜ
ひ
髙
橋
さ
ん
の
人
柄
に
も
ふ

れ
て
み
て
は
。 

（
寺
園
）

人のうごき
５月31日現在

（　）は前月比

人　口
22,387人
（－14人）

男
10,504人
（－2人）

女
11,895人
（－12人）

世帯数
10,503世帯
（＋2世帯）

出 生	 3人
死 亡	 28人
転 入	 59人
転 出	 48人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

謹
ん
でお悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

川
畑
　
蓮れ

音お
ん

　
大
　
志
（
大
　
丸
）

浅
見
　
悠ゆ
う

真ま

　
真
　
秀
（
市
　
外
）

弓
削
す
み
れ
　
敬
太
郎
（
市
　
外
）

馬
見
塚
杏あ
ん

奈な

　

薫

（
遠
見
ヶ
岡
）

大
野
　
央お
う

裕す
け

　
和
　
哉
（
中
　
村
）

上
野
佐
知
子
81
（
折
口
東
）
聖
　
二

㞍
無
濵
麻
衣
27
（
大
　
尾
）
民
　
雄

新
町
　
光
昭
71
（
新
　
町
）
山
下
シ
マ

鶴
田
ト
シ
子
88
（
木
佐
木
野
）
広
　
文

宇
都
ム
ツ
子
87
（
波
　
留
）
憲
　
法

冨
永
タ
ヱ
子
90
（
折
口
東
）　
貢

中
原
　
末
義
84
（
筒
　
田
）
ト
シ
エ

橋
口
　
ノ
ブ
92
（
　
潟
　
）
慶
　
蔵

平
新
　
キ
ヤ
100
（
高
之
口
）
義
　
則

梶
尾
　
岑
生
79
（
黒
之
浜
）
ミ
チ
ヱ

濵
﨑
そ
よ
子
75
（
黒
之
浜
）
東
　
一

𠮷
田
新
三
郎
88
（
　
町
　
）
チ
ヱ
子

佐
々
木
ハ
ル
子
87
（
黒
之
浜
）
和
　
雄

山
平
　
義
人
78
（
瀬
之
浦
下
）
ハ
ツ
キ

落
　
　
隆
喜
76
（
大
　
丸
）
下
路
サ
ナ
ヱ

大
田
　
義
光
73
（
尻
　
無
）
義
　
達

濵
之
上
シ
ヅ
ヱ
101
（
大
　
谷
）
大
熊
紀
子

新
枦
　
チ
ル
92
（
　
潟
　
）
健
　
一

寺
地
エ
ツ
ノ
89
（
尻
　
無
）
福
　
茂

洲
﨑
　
孫
市
91
（
黒
之
浜
）
喜
久
代

向
　
ミ
ナ
コ
92
（
筒
　
田
）
良
　
一

新
町
　
鉄
男
93
（
　
浜
　
）
ユ
　
キ

小
木
原
正
子
75
（
大
　
尾
）
直
　
明

橋
口
　
和
雄
75
（
遠
　
矢
）
ミ
　
ツ

峯
　
　
サ
ツ
92
（
波
　
留
）
羽
田
ト
ミ

㞍
無
濱
ク
ワ
ノ
84
（
尻
　
無
）
春
　
雄

　
氏
　
名
　
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

　
氏
　
名
　
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
の
う
た

《
阿
久
根
短
歌
会
》

肩び
び
ん
こ車

で
　
幼ち

児び

は
爺じ

様さ
ま

ん
　
舵か
じ

を
取と

っ 

内
田
　
辰
丸

【
唱
】
舵か
っ

取と

い
似に

合お

た
　
太ふ
と

か
耳み
ん

の
葉は

可
む

愛
ぜ
靴ぐ
っ

が
　
並な

る
じ
ょ
い
幼ち

児び

の
　
入
に
ゅ
う

園え
ん

日び 

新
福
　
神
舞

【
唱
】
悪あ
っ

童ご

も
内い

気め

も
　
み
ん
な
可む

愛ぜ

か
靴く
っ 題　

「
幼ち

児び

」

《
薩
摩
狂
句　

阿
ん
文
旦
会
》

笠山観光農園のアジサイ

《
阿
久
根
俳
句
会
》

題　
「
薄
暑
」

思
い
出
の
モ
ナ
リ
ザ
と
虹
パ
リ
薄
暑 

林
　
　
直
子

女
往
く
薄
暑
の
道
を
匂
は
せ
て 

仮
屋
　
貞
二

す
れ
違
ふ
人
皆
や
さ
し
街
薄
暑 

藤
脇
ア
イ
子

書
店
出
て
急
か
る
る
家
路
夕
薄
暑 

下
薗
　
沙
津

濃
く
淡
く
緑
を
な
し
て
若
葉
満
つ

丘
の
上
に
も
青
き
風
吹
く 

佐
潟
　
俊
子

は
じ
め
て
の
デ
イ
ケ
ア
ー
に
行
く
義
父
母
を
ば

見
送
り
な
が
ら
胸
あ
つ
く
な
る 

飛
松
　
保
子

山
間あ

い

の
根
雪
も
と
け
て
せ
せ
ら
ぎ
の

音
も
春
め
く
甲
斐
は
日
ご
と
に 

亀
澤
　
笑
子

野
の
神
の
賜
ひ
し
色
に
身
を
染
め
て

野
の
花
た
ち
は
映
え
つ
つ
そ
よ
ぐ 
別
府
　
義
明
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月は、「郷土芸能である『鎌踊り』を復活

させて地域を盛り上げたい」と、昨年５月

から活動を開始した『折口東・牟田 鎌踊り保
存会』の皆さんです。

『鎌踊り』の起源は定かではありませんが、

豊臣秀吉が朝鮮出兵の際、武士の士気を鼓舞す

るため、農兵が踊ったことが始まりと伝えられ

ています。昭和51年に県代表として全国青年大

会文化部門の郷土芸能に出場した８名が中心に

なって保存会を立ち上げ、会員は現在25名です。

保存会長の神川義照さんは、「38年ぶりの伝

承活動ということで、ここまで来るのに大変で

したが、踊りを通して保存会員同士の親睦がよ

り一段と深くなったうえ、地域も活性化した気

がします。今後もずっと伝承が続くように、活

動していきたい」と、抱負を話してくださいま

した。

今

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋

折口東・牟田
鎌踊り保存会

の皆さん

▲３月30日に折口の石船神社で 
踊りを奉納した保存会の皆さん。

この後、神社まで来られなかった

方にも見てもらおうと、折口東・

牟田公民館前でも踊りを披露し、

地域の方々に喜ばれていました。

玩具センターたなか
☎７２－０８７８本町通り

家紋入れは無料でお入れ致し

ます。ぜひ一度ご覧ください。

カタログ価格より

３割～４割引
家紋入れ お早めに家紋入れ お早めに

弁
当
は
予
約
で
、
モ
ー
ニ
ン
グ･

ラ
ン
チ

も
有
り
ま
す

夏はやっぱり海だ！

７月５日(土)海開き
阿久根大島海水浴場、大川島海水浴場、脇本海水浴場

※問い合わせ先
商工観光課　
☎0996-73-1114 （直通）




